
２．研究開発の目的やきっかけ 
 
【研究開発の目的】 
  生体成分の可視化を目指して様々な蛍光プ
ローブが開発され、それらの多くが生命科学や医
学の研究に利用されています。しかし、まだ捉える
ことが困難な生体成分も数多く存在します。この問
題を解決するために、新しい骨格・新しい機能を持
つ蛍光プローブを開発します。また、それらを提供
する事によって、生命科学研究のさらなる発展に
貢献します。 
 
【始めたきっかけ】 
  当研究室では、スクリーニングによる生理活
性物質の探索を行っています。その際に、ハイ
コンテントスクリーニングを標榜し蛍光像の確
認も行ったところ、新規蛍光プローブを見出し
ました。言ってみれば、「ついで」に実施した
実験が大きな実を結んだわけです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小分子ツールで世界を照らす 
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３．技術・製品の概要と強み 
 
【技術・製品の概要】 
  上記スクリーニングの結果、ミトコンドリア
表面を特異的に染色する蛍光プローブを見出し
ました。本プローブは、細胞内での構造変化を
経て強い蛍光を示す、という興味深い特性を持
ちます。 
 そこで次に、本プローブの機能性拡張を試みまし
た。具体的には、誘導体化を通して蛍光の色や細
胞内局在を変化させるというアイデアの実践です。
その結果、青色から赤色までの蛍光を示す誘導体
や局在の変化した、つまりミトコンドリア表面以外を
染色する誘導体を得る事に成功しています。 
 
【技術・製品の強み】 
  本蛍光プローブは、これまで知られている蛍
光化合物とは異なる化学構造から形成されてい
ます。さらに、母核となる基本的なクロモフォ
アが全て同一であり、官能基の置換によって蛍
光の色や細胞内局在の変化を創出しているため、
ほぼ全ての誘導体を全く同一の合成ルートに
従って作成する事が可能です。 見出したプローブによ

るミトコンドリア染色像 
様々な色調を示す各

種誘導体 
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４．今後の展開や課題 
 
【今後の展開】 
  これまでに作製した誘導体を精査していくうちに、
当初には思いもよらなかった機能を有するものが
存在する事に気付きました。例えば、ある特定の
金属イオンに応答したり、ソルバトクロミズムを
示したり、というものです。中には、固体状態に
おいても蛍光を示すものもあるようです。このよ
うな特性からは、金属指示薬や有機ELの原料とし
て利用できる可能性が示唆されます。そこで、こ
れらの機能性拡張を目指します。 
 
【事業化や販路開拓における課題】 
  事業化に関しては、機能に関して的を絞る事が必
要と考えます。さらに、基本骨格に名称を付与す
る等して周知を加速させることで、販路も広がり
を見せると期待できます。 

５．企業へのメッセージ 
 
 当研究室では、医薬リードを見据えた生理活性物質
の探索とそれらの作用機構の解明、並びに生命科学
研究を加速させるツールの開発に取り組んでいます。
それら双方に共通するキーワードは、小分子有機化合
物です。 
 小分子有機化合物は一般に、安定で長期保存が可
能であり、工場での大量生産にも適しています。アイデ
ア次第で大きな展開を見込めることから、可能性の広
がりがあると期待されます。 
 九州発の医薬品や小分子ツールの創出に貢献でき
ればと考えております。 
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